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チャレンジ多機
関
が
連
携
し
、生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
た
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う

東
京
都
葛
飾
区
・
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ
ー
フ
タ
イ
ム

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
に
拠
点
型
、

家
庭
訪
問
型
の
両
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

　
東
京
都
葛
飾
区
に
あ
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ハ

ー
フ
タ
イ
ム
は
、貧
困
や
虐
待
、い
じ
め
、不
登
校
、ひ

き
こ
も
り
、
障
害
、非
行
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
社
会
的

自
立
の
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
同
法
人
の
活
動
は
、
平
成
22
年
に
地
域
の
福
祉
事

務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
学
校
関
係
者
、
大
学
生

な
ど
が
中
心
と
な
り
任
意
団
体
を
設
立
し
、
生
き
づ

ら
さ
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
の
支
援
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
に
始
ま
り
、
平
成
29
年
４
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格

を
取
得
し
て
い
る
。

　
主
な
活
動
は
、
拠
点
型
事
業
と
し
て
葛
飾
区
内
の

小
中
高
生
な
ど
の
子
ど
も
た
ち
に
安
心
・
安
全
な
居

場
所
を
提
供
し
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
専
門
職

な
ど
が
生
活
相
談
や
学
習
支
援
を
行
う
ほ
か
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
や
料
理
教
室
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

を
実
施
。
子
ど
も
た
ち
と
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が

ら
、
自
己
肯
定
感
の
向
上
や
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

の
習
得
、
将
来
に
対
す
る
前
向
き
な
姿
勢
の
醸
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
さ
ら
に
、
拠
点
型
の
活
動
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
個
別
の
寄
り
添
い
が
必
要
な
子
ど
も
に

対
し
、
家
庭
訪
問
型
の
相
談
支
援
や
外
出
時
の
同
行

支
援
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
実
情
や
状
況

に
あ
わ
せ
た
個
別
対
応
を
し
て
お
り
、
拠
点
型
と
家

庭
訪
問
型
の
両
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

　
支
援
に
関
わ
る
子
ど
も
や
活
動
に
つ
い
て
、
事
務

局
長
・
現
場
責
任
者
の
三
枝
功
侍
氏
は
次
の
よ
う
に

語
る
。

　「
こ
れ
ま
で
当
法
人
で
は
78
人
の
子
ど
も
た
ち
を

受
け
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
支
援
に
関
わ
る
子
ど
も

た
ち
に
関
し
て
は
学
校
の
教
員
や
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｓ
Ｓ
Ｗ
）、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）
な
ど
か
ら
の
相
談
が
大
半
と
な
り
、

長
期
の
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
を
は
じ
め
、
保
護
者

の
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
、
精
神
疾
患
な
ど
、
複
雑
な

家
庭
環
境
に
よ
り
、
学
校
で
の
対
応
が
困
難
で
深
刻

な
ケ
ー
ス
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
居

場
所
の
活
動
で
は
子
ど
も
た
ち
に
中
長
期
的
に
寄
り

添
い
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
、
地
域
の
関
係

機
関
・
支
援
団
体
と
連
携
し
て
課
題
を
解
決
し
て
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
居
場
所
は
葛

飾
区
内
で
立
石
拠
点
と
金
町
拠
点
の
2
カ
所
を
運
営

し
、
地
域
の
民
家
を
活
用
し
た
立
石
拠
点
で
は
、
長

期
の
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

毎
週
月
曜
日
の
12
～
16
時
半
の
時
間
帯
に
子
ど
も
食

堂
を
運
営
す
る
支
援
団
体
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち

に
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
」。

　
支
援
活
動
で
は
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心

と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と
が

特
徴
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
2
年
3
月
現
在
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
者
数
は
78
人
（
学
生
36
人
、
社
会
人

42
人
）
に
の
ぼ
る
。

包
括
的
・
長
期
的
な
寄
り
添
い
支
援
と

持
続
可
能
な
支
援
体
制
を
強
化

　
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
）
が
行

う
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業
（
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
）
は
、

国
庫
補
助
金
や
寄
付
金
を
財
源
と
し
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
が
地
域
の
つ
な
が
り
の
な
か
で
自
立
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
が
行
う
民
間
の
創
意
工
夫
あ
る
活
動
な
ど
に

対
し
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
で
は
、
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用
し
た
特
定
非
営

利
活
動
法
人
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

ま
す
。

 WAM から ひと言

　貧困、虐待、いじめ、不登校、引
きこもり、障害、非行など様々な生
きづらさを抱えた児童に対して大
学生ボランティアを中心に、拠点型
と個別対応型による一貫した包括
的・長期的な寄り添い支援を実施し
ました。また、関係機関や支援団体
と連携体制を強化し、社会課題を広
く発信することにより「東京都子
供・若者計画（第２期）」に事例と
して取り上げられるなど、行政と協
力関係を保ちながら進めているこ
とは高く評価できます。
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同
法
人
は
、
令
和
元
年
度
の
Ｗ
Ａ
Ｍ
助
成
を
活
用

し
、「
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
へ
の
多
機

関
団
体
連
携
型
寄
り
添
い
支
援
事
業
」を
実
施
し
た
。

　
同
事
業
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
、

自
尊
感
情
が
低
く
、
将
来
に
対
し
て
消
極
的
に
な
っ

て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
、
信
頼
の
お
け
る
寄
り
添
い

手
に
よ
る
支
援
に
よ
り
「
自
立
す
る
力
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
に
、
①
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
子

ど
も
の
第
三
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
、
②
個
別
の
寄

り
添
い
事
業
、
③
子
ど
も
た
ち
の
社
会
的
自
立
や
健

全
育
成
に
関
す
る
情
報
提
供
事
業
を
実
施
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
で
は
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
関

係
機
関
・
支
援
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
大
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
と
し
た
拠
点
型
と
個
別
対
応
型

の
一
貫
し
た
包
括
的
・
長
期
的
な
寄
り
添
い
支
援
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
支
援
体
制
と
運

営
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

非
行
傾
向
の
あ
る
少
年
へ
の

寄
り
添
い
支
援
を
実
施

　「
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
た
子
ど
も
の
第

三
の
居
場
所
づ
く
り

事
業
」
で
は
、
非
行

傾
向
が
強
く
問
題
行

動
を
起
こ
す
男
子
中

学
生
を
対
象
に
寄
り

添
い
支
援
を
実
施
し

た
。

　「
非
行
傾
向
の
あ

る
男
子
中
学
生
を
対

象
に
し
た
支
援
に
取

り
組
ん
だ
経
緯
と
し
て
、
助
成
事
業
の
前
年
度
に
、

当
時
小
学
6
年
生
で
あ
っ
た
少
年
が
通
う
学
校
の
教

員
と
Ｓ
Ｓ
Ｗ
か
ら
当
法
人
に
支
援
の
依
頼
が
あ
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
当
初
の
計
画
で
は
、
そ

の
少
年
を
中
心
に
周
辺
の
子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん

だ
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
主
対
象
の
少
年
は
事
業
開
始
か
ら
間
も
な

く
児
童
相
談
所
の
一
時
保
護
を
受
け
、
一
方
で
周
辺

の
子
ど
も
た
ち
は
学
校
に
定
着
し
た
こ
と
に
よ
り
、

少
年
や
子
ど
も
た
ち
と
の
関
係
が
切
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
中
学
校
側
か
ら
も
少
年
の
受
け
入
れ
を
拒
絶

さ
れ
た
た
め
、
主
対
象
の
少
年
に
注
力
し
た
寄
り
添

い
支
援
を
し
て
い
く
か
た
ち
と
し
ま
し
た
」（
三
枝

氏
）。

　
一
時
保
護

所
の
退
所
後

は
、
警
察
や

Ｓ
Ｓ
Ｗ
と
連

携
し
た
う
え

で
、
家
庭
訪

問
に
よ
る
対

話
を
は
じ
め
、
一
緒
に
食
事
を
し
な
が
ら
悩
み
を
聞

い
た
り
、
保
護
者
へ
の
面
談
な
ど
を
実
施
し
た
。
警

察
に
本
人
や
保
護
者
の
状
況
に
つ
い
て
情
報
提
供
す

る
ほ
か
、
民
生
児
童
委
員
や
保
護
司
と
連
携
し
て
情

報
共
有
や
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
見
守
り
を
継
続
す

る
も
の
の
、
少
年
の
非
行
傾
向
は
進
行
し
て
い
き
、

そ
の
後
は
少
年
鑑
別
所
の
入
退
所
を
繰
り
返
し
、
年

度
末
に
は
少
年
院
送
致
に
至
っ
た
と
い
う
。

　
助
成
事
業
の
終
了
後
も
、
少
年
に
対
す
る
支
援
を

継
続
し
て
お
り
、
少
年
院
へ
定
期
的
に
面
会
に
出
向

き
、
退
所
後
を
見
据
え
て
関
係
性
の
構
築
を
行
い
な

が
ら
、
関
係
機
関
と
支
援
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

15 ●WAMー2021.1

同法人は、生きづらさを抱えた子どもた
ちの居場所を葛飾区内に 2カ所運営し、
大学生ボランティアを中心に信頼関係を
構築しながら支援を行っている

特定非営利活動法人ハーフタイム
生きづらさを抱えた子どもたちへの多機関団体連携型寄り添い支援事業

令和元年度事業

助成額
229万4千円

【事業概要】
　貧困、虐待、不登校、ひきこもり、非行などさまざまな生
きづらさを抱えた子どもたちが、信頼のおける寄り添い手に
よる支援によって「自立する力」を身につけることを目的に、
地域の多様な関係機関・支援団体と連携して居場所づくりや
個別支援を実施する事業

【実施内容】
◆�生きづらさを抱えた子どもの
　第三の居場所づくり事業
小学校の教員や
スクールソーシ
ャルワーカーか
ら支援依頼を受
けた非行傾向に
ある少年を対象
にした居場所づ
くりを実施

◆�個別の寄り添い事業
大学生ボランティアや関係機関等と
連携し、生きづらさを抱えた子ども
に対する個別の寄り添い支援を行う
ことにより、信頼関係を構築しなが
ら生きる力の醸成を図る
◆�子どもたちの社会的自立や健全育成
に関する情報提供事業
講演会の開催をはじめ、ホームペー
ジの充実やクラウドファンディング
などを通して、生きづらさを抱えた
子どもへの支援の必要性や活動内容
などの情報を発信

事業概要

【成果】
◆「生きづらさを抱えた子ど
もの第三の居場所づくり事
業」では、主対象の非行傾
向のある少年に対し、居場
所や家庭訪問による支援を
27回実施した

◆「個別の寄り添い事業」では、生きづらさ
を抱えた子ども延べ 436人、保護者延べ
55人に対して大学生ボランティアや関係
機関と連携し、一人ひとりの子どもに寄り
添いながら支援を実施。不登校の子どもが
学校に通うなど、さまざまな課題の解消に
つなげることができた

◆「子どもたちの社会的自立や健全育成に関
する情報提供事業」では、活動紹介や成果
報告、ボランティアの情報交換・交流を行
う講演会を3回開催し、支援者や活動に関
心のある一般住民など計86人が参加した

▼
　助成事業の波及効果として、東京都が令和
2年 4月に策定した「東京都子供・若者計
画（第二期）」のなかで、助成事業の取り組
みを含めた同法人の活動が事例として掲載さ
れた
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大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
り

子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
る

　「
個
別
の
寄
り
添
い
事
業
」
で
は
、
大
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
関
係
機
関
・
支
援
団
体
と
連
携
し
、
葛

飾
区
内
で
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
た
ち
に
寄

り
添
い
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
な
が
ら
課
題
の
軽
減

や
生
き
る
力
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

　
具
体
的
な
支
援
内
容
と
し
て
は
、
大
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
中
心
に
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
一
人

ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
な
が
ら
、
家
庭
や
学

校
、
進
路
、
将
来
に
関
す
る
生
活
相
談
を
は
じ
め
、

進
学
の
受
験
対
策
な
ど
の
学
習
支
援
、
生
活
習
慣
の

改
善
や
生
活
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
買
い
物
支
援
、

調
理
体
験
、
外
出
訓
練
な
ど
を
行
っ
た
。

　
実
施
場
所
は
、
公
共
施
設
の
会
議
場
や
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
、
公
園
な
ど
を
活
用
す
る
ほ

か
、
対
象
者
の
自
宅
な

ど
で
も
実
施
し
て
お

り
、
活
動
時
間
や
頻
度

は
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

の
状
況
、
要
望
に
あ
わ

せ
て
柔
軟
に
対
応
し

た
。

　
関
係
機
関
・
支
援
団

体
と
積
極
的
な
連
携
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
犯

罪
被
害
に
巻
き
込
ま
れ

た
子
ど
も
の
警
察
署
へ

の
付
き
添
い
や
、
精
神

疾
患
を
抱
え
る
子
ど
も

の
精
神
科
の
受
診
同
行

の
ほ
か
、
不
登
校
児
に

対
し
て
は
学
校
の
教

員
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
、
Ｓ
Ｃ
と

定
期
的
に
情
報
共
有
を

行
い
、
合
同
で
の
家
庭

訪
問
や
面
談
を
実
施
し

た
。
さ
ら
に
、
食
事
の

提
供
が
必
要
な
際
に
は

地
域
の
子
ど
も
食
堂
か

ら
協
力
を
得
る
な
ど
、
自
分
た
ち
だ
け
で
抱
え
込
ま

ず
、
周
囲
を
巻
き
込
み
な
が
ら
重
層
的
な
支
援
を
展

開
し
た
。

寄
り
添
い
支
援
よ
り
、

不
登
校
児
の
学
校
復
帰
に
つ
な
が
る

　
当
事
者
に
よ
い
変
化
が
み
ら
れ
た
事
例
と
し
て
、

あ
る
中
学
2
年
生
の
男
子
の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ

の
男
子
は
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
不
登
校
に
な
り
、

家
の
な
か
で
昼
夜
が
逆
転
し
た
生
活
を
し
て
い
た
。

母
親
は
外
国
に
ル
ー
ツ
が
あ
り
、
日
本
語
は
片
言
が

話
せ
る
程
度
で
、
父
親
は
働
い
て
い
る
も
の
の
、
子

育
て
に
一
切
関
与
し
な
い
ネ
グ
レ
ク
ト
の
状
態
で
あ

っ
た
と
い
う
。
三
枝
氏
と
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

Ｓ
Ｓ
Ｗ
が
定
期
的
に
家
庭
訪
問
を
行
い
、
支
援
を
行

っ
た
。

　「
対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
少
し
ず
つ
信
頼
関
係
が

構
築
さ
れ
、
居
場
所
へ
の
参
加
を
誘
っ
た
と
こ
ろ
、

人
と
接
す
る
の
が
怖
い
と
い
う
こ
と
で
、
最
初
は
居

場
所
の
活
動
に
は
加
わ
ら
ず
、
別
室
で
大
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
過
ご
す
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
、
子
ど
も
の
ほ
う
か
ら
活
動
に
参
加
し
た
い
と

い
う
申
し
出
が
あ
り
、
活
動
の
輪
に
加
わ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
居
場
所
の
利
用
者
の
大
半
は
不
登
校

の
経
験
者
で
、
現
在
は
高
校
に
通
う
先
輩
か
ら
当
時

の
状
況
や
高
校
生
活
の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
高
校
進

学
へ
の
意
欲
を
も
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
少
年
は
学
校
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

室
に
通
え
る
よ
う
に
な
り
、
昨
年
の
10
月
に
は
中
学

に
入
学
し
て
初
め
て
教
室
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
将
来
は
自
分
の
経
験
を
活
か
し
て
不
登
校
支
援

に
関
わ
り
た
い
と
い
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」（
三
枝
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不登校児に進学への意欲を高めてもらうため
に、高校の文化祭の見学などを行った

3 回開催した講演会には、支援者や活動に関
心のある一般住民など計 86 人が参加した

寄り添い事業では、大学生ボランティアや
関係機関が連携し、子どもに寄り添いなが
ら生活相談や学習支援を行うほか、生活習
慣の改善や生活スキル向上のために調理体
験や外出訓練などを実施
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●NPO リソースセンター
NPO 支援課（助成事業の相談・募集、NPO の融資相談等）
  TEL  : 03-3438-4756　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

NPO 振興課（助成事業の広報、事業評価等）
  TEL  : 03-3438-9942　  FAX  : 03-3438-0218（共通）

社会福祉振興助成事業に
関 す る お 問 い 合 わ せ

NPO 等 の 民 間 福 祉 活 動 へ の
応援よろしくお願いします！

 お問合せ先：03－3438－0211（総務部総務課）

当機構では
寄付金を募集
しています

いきいき

いきいきチャレンジ！

ャレンジチ

チャレンジ！

いき

いきいき

いき

チャレンジ！

チャレンジ
氏
）。

　
ま
た
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
保
護
者

へ
の
支
援
と
し
て
、
親
子
関
係
が
悪
化

し
、
子
ど
も
と
進
路
に
つ
い
て
の
話
し

あ
い
が
で
き
な
い
保
護
者
に
対
し
、
子

ど
も
か
ら
聞
き
取
っ
た
内
容
を
伝
え
、

進
路
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
た
り
、
高

校
入
試
に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
た
。

　
個
別
の
寄
り
添
い
事
業
で
は
、
助
成
期
間
中
に
子

ど
も
延
べ
４
３
６
人
、
保
護
者
延
べ
55
人
に
支
援
を

行
っ
た
。
支
援
実
績
は
目
標
人
数
に
対
し
、
２
９
０ 

％
と
大
幅
に
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
支
援
実
績
に
つ
い
て
、
理
事
長
の
石
原
啓
子
氏
は

次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
達
成
率
が
高
い
要
因
と
し
て
は
、大
学
生
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
中
心
に
ス
タ
ッ
フ
が
積
極
的
に
支
援
に
関

わ
り
、
子
ど
も
た
ち
と
の
関
係
性
を
つ
く
っ
て
く
れ

た
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の
ニ
ー
ズ
を
く

み
取
り
な
が
ら
、
安
定
的
に
支
援
を
行
え
た
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
比
較
的

時
間
に
余
裕
が
あ
る
た
め
、
継
続
的
に
支
援
に
関
わ

る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
年
齢
が

近
く
、会
話
や
趣
味
が
合
い
、自
分
が
な
り
た
い
と
思

う
身
近
な
目
標
に
な
る
な
ど
、
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
担
う
役
割
は
大
き
い
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま

す
」。

「
東
京
都
子
供
・
若
者
計
画
」
で

活
動
が
事
例
と
し
て
掲
載
さ
れ
る

　
そ
の
ほ
か
、
助
成
事
業
で
は
「
子
ど
も
た
ち
の
社

会
的
自
立
や
健
全
育
成
に
関
す
る
情
報
提
供
事
業
」

と
し
て
講
演
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
刷
新
し
た
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
継
続
寄
付

型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
を
通
じ
て
支
援

内
容
や
支
援
の
必
要
性

な
ど
を
発
信
し
て
い

る
。

　
3
回
開
催
し
た
講
演

会
で
は
、
寄
り
添
い
支
援
と
個
別
支
援
の
活
動
紹
介

を
は
じ
め
、
葛
飾
区
の
子
ど
も
応
援
課
か
ら
同
区
が

策
定
し
た
「
葛
飾
区
子
ど
も
・
若
者
計
画
」
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
支
援
に
関
わ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
同
士
が
情
報
共
有
な
ど
を
行
い
、
支
援
に
関

心
の
あ
る
地
域
住
民
や
支
援
者
な
ど
延
べ
86
人
が
参

加
し
た
。

　
助
成
事
業
の
成
果
と
し
て
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え

た
子
ど
も
へ
の
寄
り
添
い
支
援
に
よ
り
、
不
登
校
児

が
学
校
に
復
帰
を
果
た
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

の
解
消
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。さ
ら
に
、関
係
機
関
・

支
援
団
体
と
連
携
体
制
を
強

化
し
、
社
会
課
題
を
広
く
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
東
京

都
が
令
和
2
年
4
月
に
策
定

し
た
「
東
京
都
子
供
・
若
者

計
画（
第
二
期
）」の
な
か
で
、

同
法
人
の
活
動
と
葛
飾
区
の

取
り
組
み
が
事
例
の
一
つ
と

し
て
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
多
機
関
が
連
携
し
、
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
た
子
ど
も
に

寄
り
添
う
、
同
法
人
の
取
り

組
み
が
全
国
に
広
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
る
。

　生きづらさを抱えた子どもたちの
支援は、中長期的に寄り添いながら
信頼関係を構築し、楽しいと思える
時間を積み重ねていくことが重要だ
と思っています。そのためにも継続
的に支援に関わってくれる大学生を
中心としたボランティアの育成とと
もに、活動を継続していくための運

営資金の確保は課題となっています。
　その一方で、このような支援活動は、すぐに効果が出るわけ
ではなく、成果を数字で示すことが難しいため、成果の可視化
に取り組んでいくことも必要だと考えています。
　今後は、安定的に寄付を増やしていくため、認定 NPO の取
得を目指し、安定した運営基盤の強化に努めつつ、支援活動の
範囲を少しずつ広げていくことを構想しています。

特定非営利活動法人ハーフタイム

理事長　石原  啓子氏

運営基盤を強化し
支援活動の範囲を広げる

〒125－0054　東京都葛飾区高砂 7－25－19
T E L： 090－5763－5444
F A X： 03－5660－0936
U R L： https://halftime2010.wixsite.com/halftime
設　立：平成 22 年 1 月
理事長：石原　啓子
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特定非営利活動法人
ハーフタイム

　
事務局長 

三枝功侍氏
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